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Abstmct

　　The　purpose　of　this　study　was　to　eva1uate　the　offensive　and　defensive　team

performance　of　soccer　matches　and　to　get　some　suggestions　for　effective　coaching．

　　The　data　were　co11ected　from84matches　of　Kanto　University　Soccer　League，and

statisticauy　ana1yzed　six　e王ements　（such　as　shooting＿atte㎜pt　to　score，scored　goa1苧，

corner－kick，passive　shots，1ost　goa1s　and　goal－kick）from　view　point　of　tactics．

　　The　resu1ts　were　as　fo1lows：

1）Average　unmbers　of　shooting　was25Par　a　game．

2）Average　unmbers　of　scored　goa1s　were2．6Par　a　game．

3）Average　ratio　of　the　scored　goa1in　varsity　soccer　game　was10．3％．This　resu1t

　　was　better　than　that　in．Previous1y　reported　by　Tanaka　（1984）　in　the　wor1d

　　top－c1ass　socer　matches．

I　緒　言

　チームスポーツの試合で優れた成績を挙げ

るためには，チームを形成しているプレー

ヤー個々の技術・戦術・体力・精神力の強化

とともに，日頃のトレーニングにより，個人

個人のスキルがよく結合されてチームカとし

て十分に発揮できるようにしておく必要があ

る。一方これまでサッカーのゲームを対象と

する研究4）5）7）8）9）11）12）13）14）15）は

多数報告されているが，それらは，スキルの

使用頻度，スキルの有効率，スキルの連継，

インプレー時間，プレーヤーの走行距離など

であり，技術的分析あるいはPhysica1re－

sorcesとPerformanceの関係を検討すること
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を主目的としたものが殆んどである。しかし，．

チームゲーム・サッカーでは，試合の中での

プレーヤーの行動およびその結果は，チーム・

の攻撃や寺備に関する目標達成に直接あるい

は間接的に影響を与えるものである。

　このような意味から，ゲーム中でのプレー

ヤーの行動およびその緒果を，各チーム単位

での戦術的なパフォーマンス（チームカ要素）

としてとらえ，その評価法を検討することは

欠くことのできないものである。特にサッ

カーのスキルが高度に発展してきている現状

をみたとき，ゲームの持つ特性を具体的かつ

計量的に把握することによって，戦術的ト

レーニングの目標や内容をより明確なものと

し，チームとしての競技力を向上させること

の重要性はますます高まってきている。

　ところで，サッカーのゲ｝ムは，大きくは

二つの局面に分かれる。つまり，自分達のチー

ムがボールをキープすれば「攻撃」，相手チー

ムがボールをキープすれば「守備」である。

しかも，両者の切替わりはとてつもなく速い。

ボールをとられた瞬問に守備が，奪った瞬間

に攻撃がはじまる。このような状況の中で各

チームは11人のスキルを十分に生かすことが

でき，攻撃や守備に最も効率よく力が発揮で

きるシステムを組み，相手チームと対戦する。

もちろんその中では，自分達がゲームのぺ一

スをとるための主導権争いを展開し自分達は

力を十分出しきり，逆に相手の力を少しでも

おさえ込こむことにより，優勢にゲーム展開

をするため必死となる。そして，相手ゴール

前ヘボールを運び，相手ディフェンスを突破

しシュートを打ち得点をねらう。攻撃では得

点することが最大の目標となる。これに対し

て守備の目標は失点を防ぎ，ボールを奪うこ

とである。各チームは，ゲームにおけるこの

二つの局面での能力が高くなければ，勝利を

得ることは困難であり，また，どちらか一方

ではバランスのとれたチームであるとは言え

ない。

図1　ゲームにおけるチームカ

　以上のことから，チームの総合的な能力

　（チームカ）は図一1のように，二つの要素

．から成立っていると考えることができる。

「チームカ」を「攻撃力」と「守備力」との

二つに分けて考えたとき，「攻撃力」，「守備力」

の各々にどのような要素が組み込まれてくる

のであろうか。それらの構成要素を究明する

ことが最終的な目的である。本研究では，関

東大学サッカーリーグ戦のチーム成績に関す

る基礎的研究を試みたので，その結果を報告

する。

皿　方法

1．公式記録の整理

　1982年～1984年度の関東大学サッカーリー

グ戦84試合を対象にし，公式記録を基にして

以下の15項目について整理した。

①シュート数（Shoot）

　②得点（Goa1）

　③ゴールキック数（G・K）

④コーナーキック数（C・K）

　⑤直接フリーキック数（D・FK）

⑥間接フリ」キック数（I・FK）

　⑦フリーキックトータル（FKto1）

⑧ペナルティーキック（P・K）

⑨警告回数（Caut）．

⑪退場者数（S・OFF）

⑪失点数（L・Goa1）

⑫フアール数（Faul）

⑬被シュート数（P・Shoot）
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　⑭直接フリーキックに値するファール

（D・Fau1）

　⑯問接フリーキックに値するファール（1・

Fau1）

2．戦術的意味の検討

　第二段階として，上記15項目を，（1）攻撃に

関する要素，（2）守備に関する要素，（3）攻・守

いずれにも関係する要素の三つに分類し，

各々の戦術的意味を検討した。その内容は以

下のとおりである。

（1）攻撃的要素

a．シュート数：文字どおり得点するために相

　手ゴールにシュートを放った回数である。

　シュート射程距離までボールを運び，フィ

　ニッシュの段階として最も重要なスキルで

　ある。（A＋）

b．得点：上の項目により記録されたシュー

　トの内，相手ゴールを完全に通過したもの。

　この数の両チームの差で勝敗が決定する。

　（A＋）．

C．コーナーキック数：最後に守備プレーヤー

　にふれた後，ゴールを除く相手チーム側の

　ゴールラインを通過した回数。殆んどの場

　合，攻撃側が相手ゴールライン付近へ攻め

　込んだ場合に生まれる。（A＋）

d．ペナルティーキック数：ゲニムでの出現

　頻度は多くないが，守備側プレーヤーが自

　陣ペナルテイ｝工．リア内で直接フリーキッ

　クに該当する犀則を犯したとき，攻撃側に

　与えられるフリーキック。得点の確率はひ

　じょうに高い。（A＋）

（2）守備的要素

a．被シュート数：相手に打たれたシュートの

　本数。守備チームにとっては，シユートを

　打たれることが最も危険である。シュート

　ヘの攻撃パターンは，・ドリブルシュート，

　センターリングシュート，壁パスシュート，

　スルーパスからのシュートなどと多様であ

　るが，シュートに至る前の段階でのディ

　フェンスの強化，あるいはゴール前の危険

　地域のディフェンスを厚くし，相手の

　シュートを減少させると同時にジフリーで

　シュートされないようにしシュートの確率

　を低くする努力が必要である。（D一）。

b．失点数：得点を与えた数（D一）。

C．ゴールキック数：ゴールキックはコーナー

　キックとは逆に，相手チームに攻め込まれ

　た状況で生起する。相手のシュートがはず

　れた場合やフォワードのドリブルあるいは

　センターリングしたボールがゴールライン

　を割った場合などは，相手の得点にはなら

　なかったとはいえ，いずれも攻め込まれた

　状況である。（D一）。

（3）攻守いずれにも関係する要素

a．直接フリーキック：9種類の反則があり，

　これを故意に犯したとき直接フリーキック

　が与えられる。フリーキックを得るという

　ことは，で般的には攻撃権を得たわけであ

　るから，そのチームにはプラスに作用する

　ように思われるが，かならずしも全部プラ

　スであるとはいえない。ペナルティーキッ

　クを代表として，相手ゴール前でのフリー

　キックなどは，得点へのきっかけになる（大

　学リーグでは全得点の20％～30％）可能性

　があり，攻撃面でプラスに作用するもので

　ある（A＋）が，守備コートからのフリー

　キックになるとその可能性は著しく減少す

　る，しかし攻撃時にフリーキックを得ると

　いうことは，攻撃の流れを相手ファールに

　よって遮断させられたとも考えられる（A

　一）。最近「プロフェッショナル・ファール」

　ということが問題になることがあるが，こ

　れなどはまさに，前述のプレーの流れを意

　図的に遮断し，しかも，ディフェンスの組

　織化などのための時間的余裕を生み出そう

　とするものであろう。また，味方ゴール前

　で，攻撃側のファールでフリーキックを得

　た場合には，チームにプラスに作用する（D

　＋）であろう。このようにフリーキックを

　得るということの内容は多様であり，これ
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　を一つの値として扱うことは困難であり，

　さらに検討を要すると思う。

b．間接フリーキック：5種類の反則があるが

　ゲームで頻繁に出現するものとしてはオフ

　サイドとオブストラクションを挙げること

　ができる。間接フリーキックについても，

　上と同様に多様な意味を含んでいるといえ

　る。相手のオフサイ．ドでフリーキックを得

　た場合には，攻撃への変換といういみから

　チームにプラスに作用する（D＋）がオブ

　ストラクションについては，それが攻撃時

　か守備時のいずれであったかによってま

　た，フリーキックの位置との関係からプラ

　ス・マイナス両方に作用するのである。

　（A・D±）。

C．フリーキックトータル：直接フリーキック

　と間接、フリーキックを合計したものであ

　り，前項a，bで述べたように当然多様な

　意味を含んだものである。

d．警告と退場者数：ゲームで頻繁に起るも

　のではないが，攻撃・守備ともにマイナス

　に作用する（A・D一）。

e．ファール数：ファールについては上記a，b，

　Cで述べたζとの逆の意味を持つと考えら

　れる。．

　以上，各要素の戦術的な意味を検討した結

果，今回は攻撃力・守備力として明確な意味

をもつものだけをとり上げ，各三つずつの要

素について検討することとした。

3．データの分析

a．これまでの経験から，あるいは興味・関心

　のある要素を組合わせグラフ化した。

b．それらの中から何らかの関係がありそう

　だと思われる項目について，相関係数およ

　び順位相関係数を求め，大学サッカーの攻

　撃・守備面からの特徴について検討した。

皿　結果および考察

　はじめに，大学サッカーリーグ戦の特徴（表

一1）を，シュート数，得点および得点率．の

．点からみていきたい。

1．シュート数：全体（三年間の公式記録を

　トータルしたもの。以下同様）で2078本，

　一試合平均25本のシュートが記録されてい

　る。これを他の報告と比較してみると，

　’78ワールドカップ・レポート3）では，12

　試合のデータより一試合の平均シュート数

　は26．6本となる。また，赤井ユ）はイング

　ランドリーグやワールドカップでは約30本

　であると報告している。また浅見2）によ

　れば，一チーム当りで，日本リーグ15本，

　世界選手権19．6本と報告している。さらに，

　田中10）によれば，VTRからの分析のため

　試合の一部がカットされているとしなが

　ら，スペインワールドカップでは，一チー

　ムー試合平均16．5本であったと報告してい

　る。これらの報告から27～33本が一試合平

　均シュート数と考えることができるわけだ

表1　大学サッカーリーグの特徴

Shots Goal　　GK　　C．K　　D．FK

　Tota1　　　2078　　　　　2ユ7

av．／game　　　25　　　　2．6

ユ206　　　　　923　　　　　2463

　14　　　　ユ1　　　　29

L　FK　　　FKtol． P．K　　　Caut．　　SlOFF

　Tota1　　　　673　　　　3136

av．／game　　　8　　　　37

18　　　92　　　　　8

0，2　　　　1　　　0．1
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表2　各要素の関係（1）

要　　　素 r

（！〕

（2）

（3〕

（4〕

（5〕

シュート数一得点

シュート数一被シュート数

I　GK－CKI一得点
勝点一得点

得点」失点

　O．502
二〇．2ユ8

－O．423
　0，781　　p＜二〇．05

－O．683　　p＜O．05

が，これらの値と比較すると，大学リーグ

のシュート本数は2－8本少ない傾向にあ

るといえる。

2．得点および得点率：全体では217得点，一

試合平均2．6点，得点率10．3％，杓10本の

シュートで一点の割合であった。これに対

　して他の報告からみると，浅見2）は世界

選手権，オリンピック，日本リーグ，大学

　リーグ，高校選手権の一試合平均得点は，

それぞれ2．8点，3．6点，3．3点，3．2点，

3．4点であり，その割合は，日本リーグで

　は9本のシュートで一点，世界選手権では

約14本で一点であると報告している。また，

　田中10）によれば，ワールドカップスペイ

　ン大会を対象に調べた結果，得点率は

9．2％，11本のシュートで一点が決ってい

　ると報告している。また，松本・榊原6）

　によれば，1981年～1983年の高校選手権の

3年間の得点は，一試合平均3．32点，2．79点，

2．87点の得点であったと報告している。

　これらの報告と大学リーグを比較検討して

　みると，得点率で1ヰ他グループと差がない

　かむしろ優れているにもかかわらず，一試

合平均得点は最も小さい値を示しているこ

　とから，シュートそのものの数（絶対数）

　が少ない，ことが得点を少なくしている原因

　であると推察できる。

3．その他の特徴

　ゴールキック数は全体では1206回，一試合

　平均14回であった。コーナーキック数は，

全体で923回で一試合平均！1回であった。

また，直接フリーキックは全体では2463回

で一試合平均29回・であった。問接フリー

キックは，全体で673回，一試合平均8回

であった。フリーキックトータルは全体で

3136回，一試合平均37回であった。さらに，

ペナルティーキックは全体では18回で一試

合平均0．2回，警告数は全体では92回で一

試合平均ユ回，退場数は全体では8回で一

試合平均0．1回であった。

　次に，攻撃・守備の各要素問の関係につい

て検討していきたい。表2，表3は，ゲーム

におけるチームのパフォーマンスとして重要

と考えられる各要素の相関を示したものであ

る。方法でも述べたが，これまでの経験から

関心のある要素を組合わせ，絶対値によるグ

ラフ化（図一2，3，4，5）から，関係の

ありそうだと思われ，しかもチームカの要素

として考えられるものを検討してみたのであ

るが，それによると，高い相関がみられたも一

のには，勝点注1）一得点，順位一得点，得点

率一順位，一順位一シュート数などを上げるご

とができる。これらはいずれも攻撃力に関す

る要素であり，リーグの順位と攻撃力の間に

は強い関係があると推察される。また，得点

数と失点数の間にはかなり高い負の相関がみ

られたが（これはリーグの上位チームと下位

チームとの比較でみたものであるが）チーム

優劣を得点と失点の関係から表わすことがで

きることが明確となった。
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表3　各要素の関係」（2）

要　　　素　　　　　　年度

（川順位一得点　　　　　　　’82

　　　　　　　　　　　　’83
　　　　　　　　　　　　184

12〕順位一失点　　　　　　　　’82

　　　　　　　　　　　　’83
　　　　　　　　　　　　184

13）勝点一得点　　　　　　　’82

　　　　　　　　　　　　’83
　　　　　　　　　　　　’84

（4〕勝点一失点　　　　　　　’82

　　　　　　　　　　　　．’83

　　　　　　　　　　　　’84

15〕得点率一順位　　　　　　’82

　　　　　　　　　　　　’83
　　　　　　　　　　　　’84

（6〕失点率一順位　　　　　　’82

　　　　　　　　　　　　183
　　　　　　　　　　　　’84

17〕得点一I　CK－CKI　　　’82

　　　　　　　　　　　　’83
　　　　　　　　　　　　’84

18〕失点一被シュート数　　　’82

　　　　　　　　　　　　’83
　　　　　　　　　　　　’84

19）順位一シュート数　　　　’82

　　　　　　　　　　　　I83
　　　　　　　　　　　　’84

110）得点一失点　　　　　　　’82

　　　　　　　　　　　　’83
　　　　　　　　　　　　’84

　　rS

　0．851
　0．91ユ
　O．865

－0，798
－0，387
－0．613

　0．821
　0．792
　0，845

－0，720
－0，244
－O．694

　0．833
　0．833
　0，714

－O．619
－0，351
・O．452

　0．690
　0．268
　0．690

　0．607
　0．625
　0．185

　0．857
　0．333
　0，833

－0，607
－O．286
－0．280

P＜0．01
pく0．01
P＜0．Oユ

p＜0．05

P＜0，05
P＜0．05
P＜0．05

P＜O．Oら

PくO．05

P＜O．01
P＜O，01．

p＜0．05

P＜O．05

P＜0．05

P＜O．O1

P＜0．Oユ

　以上のことは，試合が得点の差によって決

定することから考えれば，当然の結果である。

　しかし，このことは裏をかえせば，相手に

得点を与えないことの重要性を表わしている

ともいえる。勝点一失点の順位相関表一3を

みれば，’82，’84年度に5％水準で有意差が認

められていることからも，守備力の重要性は

証明されているといえるであろう。一方，

シュート数と得点にもかなり高い相関がみら

れた。さらにチームのシュート数と被シュー

ト数，ゴールキックとコーナーキックの差の

’絶対値と得点では，低い負の相関がみとめら

れた。この後者二点については，チーム戦術

を考える上でさらに詳しい検討を継続すべき

であると考える。

　リーグの順位決定は，まず勝点で決まる。

勝点が同点のときには，ゴールディファレン

ス（得失点差）で決まり，それが同じときに

は，ゴールアベレージ（一試合平均得点）で

決められる。つまり，ゲームの勝敗が順位決

定には最もウェイトが大きく，たとえ，1対0，

8対7，4対0であっても，勝チームに勝点「2

点」が与えられる。したがって，負けチーム

にとっては，この段階ヤは何点差で負けても
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　「0点」にかわりはない。失点の数は勝点が

同じ場合に影響してくるわけであるが，まず

ゲームで勝利することが優先順位のトップで

ある。そして，サッカーは本来得点の少ない

ゲームであり，浅見2）によれば，サッカー

の平均得点差は1．4～2．2であり，2対1がサッ

カー得点の典型であると報告しているところ

からも，ユ～2点の得点でしかも最少得点差で

勝利することが出来れば，チームにとっては

満足すべき結果を得たということができよ

う。

　以上，大学リーグ戦の分析結果をまとめて

みると，お互いに得点をし，失点を防ぐこと

に必死になってプレーするゲームで，高いパ

フォーマンスを得るためには，まず，強力な

攻撃力を持つことが欠かせない条件である。

いいかえれば，高いシュート決定力を持つ

チームはゲームに勝つための一つの大きな条

件を満したということができる。また，シュー

ト決定力が弱いかぎり，引分けのゲームは可’

能であっても，勝利はむずかしいと推察する

ことができる。そして，強力な攻撃力を持っ

たチームが，相手の攻撃をくいとめるための

守備の組織およびDefensive　ski1lを持ったと

き，より完全に近いチームカを持ったチーム

が作られると推察される。今後は，さらにデー

タ数を増しながら，ゲームにおけるチームカ

を簡単で速く，しかも正確に把握するための

評価法の開発をし，戦術的コーチングに生か

プせる指針を究明することが課題である。

M　結　語

1　1982年～1984年度の関東大学サッカー

　リーグ戦，84試合を対象に，公式記録を基

　にして，ゲームのチームカに関する評価法

　について検討した。

2　大学リーグにおける一試合平均シュート

　数は，25本であった。これは，世界のトッ

　プクラスのゲームと比較して，2～8本少な

　い値であった。

3．一試合平均得点は，2．6得点であった。ま

　た，得点率は10．3％で10本のシュートで1

　得点の割合であった。一試合平均得点では，

　世界のトップクラスのゲームと0．2～1．1得

　点小さい値を示したが，得点率では劣って

　いないことから，シュート本数が少ないこ

　とに起因していると思われる。

4．得点および得点率とチーム成績との間に

　は高い相関がみとめられたが，失点率と

　チー一ム成績との問には，有意な相関はみら

　れなかった。

注1）．勝点とは，ゲームの結果勝ったチームに2点，

　　引分けたチームに1点，阜けたチームをO点

　　　としてリーグの順位決定に際に用いられる

　　　ポイントである。今回，リーグ終了時点の

　　勝点をそのチームの総合的なパフォーマン

　　　スとして応用してみた。
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